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●　諏訪湖浄化事業の考え方の基礎
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■　諏訪湖浄化の考え方（「諏訪湖浄化研究委員会」の提言等）

諏訪湖の浄化対策は、諏訪湖の水質の悪化、アオコ等の大量発生により、長野県が昭和４０年に国の生活環境審議会委員の楠本正康医学博士を委員長に迎え、他に東京大学、信州大学等の学識経験者７名で構成された「諏訪湖浄化対策研究委員会」を設置しました。この委員会の報告は、昭和４３年に「諏訪湖浄化に関する研究」としてまとめられました。この調査は全国的な先鞭となるものです。

この報告書で、「諏訪湖が汚れたと感じるのは、溶存物質による水質の悪化ではなく、浮遊物であるプランクトン（主にアオコ）の異常発生に起因するものである。」とされ、このプランクトンの異常発生の原因として、

○産業や都市の発展や地域開発などに比例して増加した、工業排水や家庭排水に含まれる微量の窒素化

合物やリン酸化合物の大量の流入。
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○異常発生した栄養塩を吸収したプランクトンや植物が

枯死し底泥にまざることによって、湖内に栄養塩蓄積

することになり、これらの底泥が湖内の水流により湖面

に浮上し、また溶け出して、新しいプランクトンの増殖に

影響をあたえること。
　　　と定義されました。

　　　　このため、具体的な諏訪湖浄化事業として、

　　　　●　諏訪湖に流入する栄養塩等の遮断のための下水道施

設の整備。
　　　　●　湖内に蓄積した底泥の浚渫。
　　 等が提言されました。（Ａ）

※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。
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■　外部負荷対策
外部負荷対策としての諏訪湖流域下水道は、

昭和４６年度に着手しました。昭和５４年度に諏

訪湖周辺の市町が供用開始し、平成１３年度に

は、諏訪湖流域の下水道の普及率は約９０％に

達しています。
· 内部負荷対策
湖内に蓄積した底泥の浚渫事業は、昭和４４年

度から開始し、現在までに約５６％が完了しています。

平成４年度に諏訪湖の水辺は、治水目的としたコ

ンクリート護岸がほぼ完成しました。その後、湖浄化

には、ヨシやマコモ等水草の窒素・リンの浄化効果の

必要性から湖岸の植生の再生を進めています。また、地域の皆さんも参加しての湖内、湖岸のゴミ清掃を行っています。

■　非特定汚染源（ノンポイント）汚濁負荷（Ａ、Ｃのデータを使用）
近年、下水道整備が高普及率なり、底泥の浚渫が進む状況にも拘わらず、水質は改善傾向あるとはいえ、なかなか環境基準を満足していません。諏訪湖に流入する汚濁負荷量（下のグラフ）をみますと、COD, T-N, T-Pともに特定汚染源負荷量は大幅な減少がみられますが、非特定源汚濁負荷量は減少していないことがわかります。今後の諏訪湖浄化は、市街地、農地、山地等から流入してくる非特定汚染源（ノンポイント）負荷対策が課題となるとされています。






　　※昭和５０年算定の生活系・事業所（工場等）系以外の区分は昭和６１年以降と異なるため総量のみ表示。


■　諏訪湖浄化事業の考え方の基礎の参考文献

Ａ：２１世紀の美しい諏訪湖をめざして「諏訪湖に係る湖沼水質保全計画」　昭和１０年３月：長野県刊

　　　　　内容：第３期諏訪湖に係る水質保全計画の概要

　　　　　保管場所：長野県諏訪地方事務所、長野県諏訪建設事務所建設課、諏訪地域市町村

Ｂ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校、
Ｃ：諏訪湖流域下水道調査研究成果集（昭和６０年度～平成１１年度）　平成１１年度版

：長野県諏訪建設事務所、長野県下水道公社南信管理事務所刊　　内容：諏訪湖下水道の高度処理、汚泥処理等の研究発表論文集

　　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所流域下水道課、長野県下水道公社南信管理事務所（クリーンレイク諏訪）

Ｄ：諏訪湖浄化に関する研究―諏訪湖汚濁への挑戦―　昭和４３年６月：諏訪湖浄化対策研究委員会

　内容：諏訪湖浄化の研究と提言　　保管場所：長野県諏訪保健所、長野県諏訪建設事務所流域下水道課

　
６．諏訪湖の浄化





■外部負荷対策


（流入する汚濁負荷の遮断）


○　諏訪湖流域下水道








■内部負荷対策


○　諏訪湖の底泥の浚渫


○　湖岸の植生の復元


○　湖のゴミの除去





諏訪湖浄化事業の２つ柱








非特定汚染源：減少していない
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